音のした方向は、うちから北西にあたる山の上あたり。勝手知ったるこのあたりの地理。
ぼくは山の上目ざして、てくてく歩いていった
山の上に着くと、ものすごい人だかり。警察がてんやわんやで、整理にあたっている。
どうやら通行止めしているみたいで、これ以上先には行けないみたい。
そのとき、聞き覚えのあるけたたましい声が響いた。
「はい、どいた、どいた!ほらほら邪魔しないで、もうみんな家に帰って……」
見れば、太った子どもが忙しそうに走りまわっている。隣の家のポーキーだ。
「ポーキー、いったい何が起こったの?
「あ、ネスか?実は山の頂上に隕石が落ちたんだ。オレが最初に発見したんだぜ。ところ
がヤジ馬がいっぱい来て調査の邪魔をするんで、こうして整理にあたってるんだ。おまえも
こんなところでウロウロしてないで、早く家に帰んな。子どもはベッドで寝てる時間だぜ」
ポーキーったら自分も子どものくせに、どういうつもりなんだろー
ムッとしてると、顔見知りのおまわりさんが話しかけてきた。
「ネス、ポーキーをなんとかしてくれよ。勝手に第一発見者だとか名のって、調査の邪魔し
てしかたないんだ。きみ、お隣だろ……。ほんと、最近はシャーク団が暴れて隣町のツーソ
ンへの道を封鎖したり、隕石が落ちたりで事件が多くて大忙しさ
ンャーク団ってのはオネットの街を荒しまわっている不良集団で、街の悪事はほとんど彼

